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1｜協働事業の概要 

協働事業名 Ｗａｒｍ Ｂｌｕｅ２０２１ in Ｙｏｓｈｉｋａｗａ Ｃｉｔｙ 

事業の実施者 

団体等 特定非営利活動法人 日本ダイバーシティ・スポーツ協会  

行 政 吉川市こども福祉部障がい福祉課 

事業の目的及び

目標値 

４月２日の「世界自閉症啓発デー」、４月２日～８日の「発達障がい啓発週間」に関連したイ

ベントを実施することで、障がいや多様性について知る・学ぶきっかけとなること、普及・啓

発することを目的とする。 

事業の内容 

・市役所ロビーでのＷａｒｍ Ｂｌｕｅアート展示 

・市役所庁舎のブルーライトアップ 

・吉川駅南口のなまずモニュメントブルーライトアップ 

・オンライン座談会、障がいを抱えたパフォーマーによるパフォーマンス 

事業の実績 

（実施回数、参

加者数など） 

・アート展示では市内の障がい福祉施設に「青」を基調とした作品を募集し、２２点の絵画

や立体作品を展示したことで、障がいや本取組を知ってもらえるきっかけとなった。 

協働事業決算 

総額  133,380  円 （うち市負担分  ０ 円） 

簡単な内訳 
・アート展示用消耗品 

・オンライン開催用 

 

 

 

実施期間 令和３年  ３月 １０日 から 令和３年  ４月  ９日 まで 

協働の形態 ☑共催   □委託   □補助 

 

 

提出日     令和４年１月３１日 

記入者 

団体等名 特定非営利活動法人 日本ダイバーシティ・スポーツ協会  

記入者名 中垣 大輔 

部署名 障がい福祉課 

記入者名 江原 千晶 

資料３－２ 



2｜協働プロセス評価（自己評価・相互評価）  

この検証シートは、協働事業実施に伴う各ステップで、必要なことができていたかどうかを振り返りながら、次の

協働事業へ活かすため、相互の視点から評価を行うものです。 

なおこのシートは団体等・行政で話し合い、1枚のシートを作成してください。（○・△・×のうちいずれか） 

①事業計画段階 

②事業実施段階 

③ふり返り段階               話し合いをした日： 令和３年５月２８日 

 

No ふりかえり項目 団体等 行政 

1 目的や目標は、事前に共有できましたか。 ○ ○ 

2 相手の立場や特性を理解し、事業に臨めましたか。 ○ ○ 

3 事業計画等は相互に協議し合意の上、決定しましたか。 ○ △ 

4 情報共有やコミュニケ―ションは図られましたか。 ○ △ 

5 相互の特性を活かした役割分担を行えましたか。 ○ ○ 

No ふりかえり項目 団体等 行政 

1 お互いの役割を果たすことができましたか。 ○ ○ 

2 進捗状況や事業に関する情報共有はできましたか。 ○ △ 

3 計画通りに事業の実施ができましたか。 ○ △ 

4 計画等の修正は、相互協議し合意の上で行いましたか。 ○ ○ 

5 課題発生時はお互いに協議し柔軟に対応できましたか。 ○ ○ 

No ふりかえり項目 団体等 行政 

1 事業報告書など、成果等が受益者に見えるような報告書などは作成しましたか。 ○ ○ 

2 事業の目的・目標は達成できましたか。 ○ ○ 

3 この事業は協働で行う必要がありましたか。 ○ ○ 

4 協働して実施することで相乗効果が得られましたか。 ○ ○ 

5 事業を振り返り、それぞれの立場からどのような良かった点や課題（共有･認識の差等）を相手へ伝えま

したか。（記述式） 

【団体⇒行政】 

展示やライトアップは開催まで試行錯誤をした上で臨み、たくさんの方に興味を持っていただき「知る」き

っかけになった。オンラインはリアルタイムでの参加者が少なく、今後は事前収録等の対策を講じて参加

者を広く集められるようにしていきたい。 

 

【行政⇒団体】 

市内の施設から多くの作品応募があり、来庁者の方に作品を見ていただけたり、自閉症啓発デー・発達

障がい啓発週間を知っていただけたことは大きな成果だと考えます。一方で、初めての協働事業だったこ

ともあり、展示スペースや掲示物の事前確認が出来ず、後手後手の対応依頼となったことが課題です。 

 

6 上記課題を踏まえ、次年度の協働事業に繋ぐため、どのような改善策を話し合いましたか。（記述式） 

記入者【  団体  ・  行政  】 

 来年度以降も継続して事業を希望する場合は、半年ほど前から打ち合わせを行い、内容についてお互

いに把握し、進めていくということを両者で認識を統一した。 


